
市
内
中
小
企
業
者
へ
の
支
援
と

�

新
潟
中
央
環
状
道
路
の
改
良

平
松　

洋
一（

翔
政
会
）

‌　
　

コ
ロ
ナ
禍
鎮
静
化
後
の
事
業
再
生

の
支
援
の
た
め
、
中
小
企
業
振
興
基
本

条
例
の
趣
旨
に
の
っ
と
り
、
全
て
の
部

署
の
発
注
案
件
を
市
内
中
小
企
業
者
に

発
注
す
る
よ
う
再
検
討
し
、
原
則
、
市

発
注
は
市
内
、
区
発
注
は
区
内
、
学
校

発
注
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
区
域
内
の
業
者

へ
発
注
す
べ
き
で
は
。

　
　

条
例
の
趣
旨
を
踏
ま
え
、
物
品
調

達
や
建
設
工
事
の
市
内
・
区
内
業
者
へ

の
優
先
発
注
を
規
定
し
て
い
る
。
本
市

経
済
の
回
復
に
向
け
、
市
長
部
局
は
も

と
よ
り
教
育
委
員
会
も
含
め
、
市
内
中

小
企
業
者
へ
の
発
注
増
大
に
努
め
る
。

‌　
　

北
区
の
新
潟
中
央
環
状
道
路
長
戸

呂
区
間
は
片
側
車
線
の
幅
員
が
２
・
75

メ
ー
ト
ル
と
狭
い
が
、
交
通
量
も
多
く
、

季
節
に
よ
っ
て
は
農
耕
車
が
路
肩
に
止

ま
り
極
め
て
危
険
な
た
め
、
い
ち
早
く

必
要
な
幅
員
に
改
良
す
べ
き
で
は
。

　
　

本
年
度
よ
り
地
域
の
皆
さ
ま
と
意

見
交
換
し
な
が
ら
、
整
備
計
画
や
当
面

の
安
全
対
策
の
検
討
を
始
め
た
い
。

ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
の
活
用
と

　

地
域
防
災
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
設
置

豊
島　

真
（
翔
政
会
）

‌　
　

本
市
の
安
定
し
た
収
入
の
確
保
に

向
け
、
公
共
施
設
の
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ

ツ
（
命
名
権
）
制
度
の
活
用
を
進
め
る

べ
き
で
あ
る
。
例
え
ば
黒
埼
市
民
会
館

を
「
黒
埼
茶
豆
市
民
会
館
」
と
す
る
な

ど
、
各
区
の
特
産
品
な
ど
の
ア
ピ
ー
ル

に
つ
な
が
る
よ
う
な
命
名
を
募
集
す
る

制
度
を
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

既にネーミングライツ制度を導入している新潟市アイス
アリーナ。愛称は「ＭＧＣ三菱ガス化学アイスアリーナ」

　
　

新
た
な
自
主
財
源
の
確
保
に
向
け

た
広
告
収
入
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
作
成
の
中

で
、
特
産
品
な
ど
の
ア
ピ
ー
ル
に
つ
な

が
る
命
名
に
つ
い
て
も
研
究
し
て
い
く
。

‌　
　

教
育
現
場
の
地
域
教
育
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
と
同
様
に
、
防
災
で
も
、
地

域
と
行
政
を
つ
な
ぐ
と
と
も
に
、
地
域

住
民
の
避
難
所
運
営
な
ど
の
防
災
レ
ベ

ル
を
ア
ッ
プ
さ
せ
る
地
域
防
災
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
設
置
し
て
は
ど
う
か
。

　
　

住
民
主
体
の
防
災
対
策
を
進
め
る

た
め
防
災
士
を
育
成
し
て
い
る
が
、
今

後
も
地
域
の
方
が
力
を
最
大
限
に
発
揮

で
き
る
よ
う
、地
域
防
災
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
も
含
め
手
法
を
研
究
し
て
い
く
。

コ
ロ
ナ
危
機
と
気
候
危
機
と
の
関
係
と

�

市
民
生
活
の
回
復

中
山　

均

（
会
派
に
属
さ
な
い
議
員
）

‌　
　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に

よ
る
危
機
が
進
行
す
る
一
方
、
気
候
変

動
の
危
機
的
状
態
も
深
刻
で
あ
る
。
気

候
変
動
や
自
然
破
壊
が
新
興
感
染
症
発

生
の
背
景
に
な
っ
て
い
る
と
考
え
る
が
、

そ
の
関
係
に
つ
い
て
の
認
識
を
伺
う
。

　
　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
発
生
は
、

森
林
伐
採
や
都
市
化
の
拡
大
に
よ
る
野

生
動
物
と
人
間
の
生
活
域
の
近
接
が
要

因
の
一
つ
と
さ
れ
て
い
る
。
温
暖
化
や

自
然
破
壊
は
、
感
染
症
の
リ
ス
ク
を
高

め
る
可
能
性
が
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

‌　
　

市
民
生
活
の
回
復
と
い
う
観
点
か

ら
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
で
職
を
失
っ
た
方
な
ど
を
市
が
緊

急
雇
用
し
、
同
感
染
症
対
策
関
連
で
増

大
が
見
込
ま
れ
る
業
務
の
補
助
に
当

た
っ
て
も
ら
う
仕
組
み
を
早
急
に
つ
く

る
べ
き
と
考
え
る
が
、
市
の
方
針
の
骨

格
を
伺
う
。

　
　

市
役
所
内
で
増
加
し
た
業
務
の
緊

急
的
な
調
査
を
踏
ま
え
、
会
計
年
度
任

用
職
員
と
し
て
35
人
を
採
用
し
た
い
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
危
機
か
ら

　

地
域
医
療
と
市
民
生
活
を
守
る
た
め
に

平　

あ
や
子

（
日
本
共
産
党
新
潟
市
議
会
議
員
団
）

‌　
　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
、

一
般
の
医
療
機
関
も
大
規
模
な
受
診
抑

制
に
直
面
し
経
営
危
機
が
深
刻
化
し
て

い
る
。
市
内
の
医
療
機
関
の
減
収
の
実

態
を
把
握
し
、
国
に
財
政
支
援
を
求
め

る
と
同
時
に
、
必
要
な
受
診
や
健
診
は

自
粛
し
な
い
よ
う
、
市
民
に
適
切
な
情

報
を
発
信
し
て
い
く
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　

医
療
機
関
へ
の
財
政
的
支
援
に
つ

い
て
は
指
定
都
市
市
長
会
を
通
し
て
国

に
要
請
し
て
い
る
。
ま
た
受
診
を
控
え

る
こ
と
で
体
調
や
病
状
悪
化
に
つ
な
が

る
こ
と
が
な
い
よ
う
、
適
正
な
受
診
や

健
診
に
つ
い
て
周
知
を
図
っ
て
い
く
。

‌　
　

国
の
持
続
化
給
付
金
は
売
り
上
げ

が
前
年
同
月
比
50
％
以
上
減
少
と
い
う

根
拠
の
な
い
線
引
き
で
あ
る
。
対
象
に

な
ら
な
い
20
％
以
上
50
％
未
満
に
減
少

し
て
い
る
多
く
の
事
業
者
へ
の
本
市
独

自
の
給
付
金
制
度
を
創
設
す
べ
き
で
は
。

　
　

売
り
上
げ
が
前
年
同
月
比
で
30
％

以
上
50
％
未
満
に
減
少
し
て
い
る
事
業

者
へ
の
支
援
を
行
う
予
定
で
あ
る
。

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
文
化
芸
術
の
支
援
と

�

子
宮
頸け

い

が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン

松
下　

和
子

（
新
潟
市
公
明
党
）

‌　
　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡

大
の
影
響
で
、
文
化
芸
術
の
公
演
の
多

く
が
中
止
や
延
期
に
追
い
込
ま
れ
、
収

入
を
失
っ
て
廃
業
せ
ざ
る
を
得
な
い
人

も
出
て
き
て
い
る
。
心
を
潤
す
豊
か
な

社
会
を
つ
く
る
文
化
芸
術
を
守
る
た
め
、

本
市
と
し
て
し
っ
か
り
と
支
援
し
て
い

く
こ
と
が
必
要
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
　

発
表
の
場
や
鑑
賞
機
会
の
提
供
、

経
済
的
負
担
の
軽
減
な
ど
の
支
援
を
行

う
予
定
で
あ
り
、
本
市
の
文
化
芸
術
が

途
絶
え
な
い
よ
う
迅
速
に
取
り
組
む
。

‌　
　

令
和
元
年
12
月
定
例
会
で
、
子
宮

頸け
い

が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
定
期
接
種
の
個

別
通
知
の
実
施
を
検
討
す
る
と
の
答
弁

が
あ
っ
た
。
最
後
の
接
種
機
会
と
な
る

高
校
１
年
生
へ
の
お
知
ら
せ
を
含
め
た

進し
ん

捗ち
ょ
く

状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　

本
年
度
か
ら
毎
年
度
末
に
中
学
３

年
生
女
子
全
員
に
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
配

る
他
、
本
年
度
は
高
校
１
年
生
相
当
の

女
子
へ
も
個
別
に
案
内
す
る
こ
と
と
し

て
お
り
、
現
在
、
発
送
準
備
中
で
あ
る
。

コ
ロ
ナ
禍
で
の
市
と
県
の
役
割
分
担
と

　

基
金
取
り
崩
し
や
大
胆
な
財
政
運
営

小
柳　

聡
（
民
主
に
い
が
た
）

‌　
　

コ
ロ
ナ
禍
へ
の
対
応
で
は
、
県
と

の
連
携
を
重
視
す
る
あ
ま
り
、
ス
ピ
ー

ド
感
を
失
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
は
な
い

か
。
今
後
の
経
済
対
策
は
、
県
が
基
本

的
な
部
分
を
担
い
、
市
が
上
乗
せ
を
す

る
な
ど
の
役
割
分
担
に
よ
り
、
効
果
的

に
施
策
を
展
開
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　

市
民
の
皆
さ
ま
か
ら
の
要
望
に
応

え
ら
れ
る
よ
う
、
状
況
や
局
面
を
見
据

え
、
今
後
も
市
と
県
の
役
割
に
応
じ
て

対
策
を
取
っ
て
い
き
た
い
。

‌　
　

国
の
臨
時
交
付
金
は
本
定
例
会
で

の
補
正
予
算
で
ほ
ぼ
使
い
果
た
す
と
思

わ
れ
る
が
、
今
後
も
続
く
非
常
事
態
と

い
え
る
コ
ロ
ナ
禍
に
対
応
す
る
た
め
に

は
、
財
政
調
整
基
金
を
積
極
的
に
取
り

崩
し
て
財
源
を
確
保
し
、
大
胆
な
財
政

運
営
を
行
う
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
　

財
政
調
整
基
金
は
、
今
は
非
常
時

と
い
う
認
識
の
下
で
積
み
増
し
を
停
止

し
て
い
る
が
、
必
要
な
対
策
の
財
源
と

し
て
取
り
崩
す
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

●財政調整基金
　経済事情の著しい変動お
よび災害で予期せぬ減収や
支出が発生する場合など
に、年度間の財源の不均衡
を調整するために地方公共
団体が積み立てる基金。
　本市では、「新潟市財政
調整基金条例」に基づいて
積み立てと取り崩しを行っ
ている。

ひ
と
り
親
家
庭
に
対
す
る
支
援
と

　

介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
へ
の
支
援

渡
辺　

有
子

（
日
本
共
産
党
新
潟
市
議
会
議
員
団
）

‌　
　

ひ
と
り
親
家
庭
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
を
受
け
、
学
校

の
休
校
な
ど
に
よ
る
子
ど
も
の
心
身
両

面
の
負
担
に
加
え
、
日
頃
か
ら
経
済
的

に
苦
し
い
中
で
さ
ら
に
家
計
が
逼ひ

っ

迫ぱ
く

し
、

一
日
も
早
い
支
援
が
必
要
で
あ
る
。
国

か
ら
の
支
援
の
他
に
も
、
継
続
的
な
支

援
が
必
要
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
　

児
童
扶
養
手
当
受
給
世
帯
に
対
し
、

国
の
給
付
金
に
先
駆
け
７
月
に
本
市
独

自
に
３
万
円
を
給
付
す
る
予
定
。
さ
ら

な
る
支
援
に
つ
い
て
は
、
情
報
収
集
と

ニ
ー
ズ
の
把
握
に
今
後
も
努
め
て
い
く
。

‌　
　

介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
り
利
用

制
限
や
休
業
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
経
営

に
も
大
き
な
影
響
を
受
け
事
業
継
続
で

き
な
い
可
能
性
が
あ
る
。
事
業
所
へ
の

調
査
を
行
い
対
策
を
講
じ
る
べ
き
で
は
。

　
　

全
国
介
護
事
業
者
連
盟
の
緊
急
調

査
で
も
コ
ロ
ナ
禍
の
経
営
へ
の
影
響
を

示
し
て
お
り
、
本
市
で
も
さ
ま
ざ
ま
な

機
会
を
捉
え
実
態
の
把
握
に
努
め
る
。

緊
急
経
済
対
策
の
財
源
確
保
と

　

国
民
健
康
保
険
に
対
す
る
国
の
支
援

林　

龍
太
郎（

翔
政
会
）

‌　
　

市
長
は
新
潟
市
経
済
社
会
再
興
本

部
の
立
ち
上
げ
に
当
た
り
、
少
な
く
と

も
50
億
円
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
緊
急
経
済
対
策
を
検
討
す
る
と

し
て
い
た
が
、
本
定
例
会
の
追
加
提
案

で
は
60
億
円
規
模
と
な
っ
た
。
そ
の
財

源
を
ど
の
よ
う
に
確
保
す
る
の
か
。

　
　

国
の
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
を
最

大
限
活
用
し
、
予
算
執
行
が
見
込
ま
れ

な
い
事
業
の
財
源
を
必
要
な
施
策
に
振

り
替
え
る
。
さ
ら
に
必
要
な
場
合
は
財

政
調
整
基
金
を
取
り
崩
し
て
対
応
す
る
。

‌　
　

国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
の
中

に
は
、
必
ず
し
も
収
入
が
多
い
と
は
い

え
な
い
方
々
が
い
る
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
収
入
減
を
余

儀
な
く
さ
れ
た
被
保
険
者
は
か
な
り
の

数
に
な
る
と
思
わ
れ
る
が
、
国
か
ら
の

財
政
的
な
支
援
な
ど
は
あ
る
の
か
。

　
　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

策
と
し
て
行
う
保
険
料
の
減
免
や
傷
病

手
当
金
は
、
国
の
財
政
支
援
が
受
け
ら

れ
る
見
込
み
で
あ
る
。

▼‌�
一
般
質
問
者
は
28
人
で
す
。
質
問
項
目

は
主
な
も
の
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

▼�
 

の
末
尾
に
か
っ
こ
書
き
の
記
載
が

な
い
答
弁
は
全
て
市
長
答
弁
で
す
。

一
般
質
問
の
要
旨

にいがた市議会だより 2令和２年（2020年）８月２日

●市議会ホームページでは会議録など、さまざまな議会情報を掲載しています。どうぞご利用ください。http://www.city.niigata.lg.jp/shigikai/index.html


